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SUMMARY 
This paper explains handouts that introduce and review Japanese grammar so that learners can 
study more easily, and look at what they have learnt over and over again. There are four main 
points: the use of a table form, the accumulation of lexical and grammar items, the utilization 
of illustrations, and the placement of “I,” “my family,” “the place where I am,” and “now” at 



















































心に据えること」の 4 つである。以下、一つ一つ具体例を挙げて説明していく。 
 
3.1 表形式にすること 



















普通形では、 N とナ A の現在肯定形への接続の仕方に 4 つのパターンがある３。そ
れは、他の N や「時」などの前で「N＋の」「ナ A＋な」となるもの、「んです」の前
で N・ナ A ともに「な」をつけるもの、「でしょう？」の前で活用形が何もないもの、
そして、理由を表す「から」や引用を表す「と」が後接する時に現れる「N／ナ A＋
だ」である。この L26 の後にも様々な後続表現が出てくるが、殆どがこの 4 つのパタ
ーンのうちいずれかの接続の仕方をする。しかも何らかの規則性がある。 
まず「N＋の」「ナ A＋な」に続くのは、「時、場合、はずだ、ようだ」など、いず












































まず L7 で物の受け渡しだけを学び、次に L24 で「相手のために何かする」という行
為を伴った表現形式が導入される。更に L41 で待遇表現が加わり、最後の課（L50）
では、謙譲表現を使った授受表現も提示されるのである。このように徐々に文法項目




























































































































































私 友達 A 
Nを あげます(7) 




私の家族 友達 A 友達 B 
 
N を もらう(7) 
V て もらう(24) 
 
Nを くれる(24) 
V て くれる(24) 
 
N を あげる(7) 
V て あげる(24) 
 
私 


























図 1.3「授受表現 3」（～L50） 
























































































成し、授業で使用した。クラスの概要は、表 3 の通りである。 
 
表 3「クラスの概要」 




時期 2014 年 4 月～7 月 2014 年 9 月～10 月 
学生数 13 名 11 名 
出身国・地域 中国(7)、ﾀｲ(3)、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(2)、ﾒｷｼｺ(1) 中国(6)、台湾(3)、ﾀｲ(2) 
 
4.2 学習者のコメント 





 「V や A、 N の接続形式がわかりやすくまとめられている（表 1 を指す）ので、覚

























































1 本報告は、2014 年 3 月に「台灣日本語文學會会 第 304 例會」において口頭発表し












5 著作権の関係もあり、図 2 の中のイラストは、全てクリップアートかネット上のイ
ラスト素材を利用した。 
6 学習者に配付したプリントは絵入りだが、紙面の関係で文字だけのものを提示する。 
7 図 1.1～1.3 でも、「私」は常にプリントの真ん中に据えてある。 
8 表 2 の中の「出る」のように波線が引いてある動詞は、前後の文脈によって意志動
詞にも無意志動詞にもなりうるものである。 




10 ( )内の数字は、クラス①と②の延べ人数 24 名中の回答者数を表す。( )がないのは、
1 名のみの回答である。以下、同様。 
11 教材①の 2 冊目に入ると情報量が多くなり、A4 一枚には収まりきらなくなるため、




①ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ編 (1998-2007).『みんなの日本語初級 I／II』. ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ. 
②東京外国語大学留学生日本語教育ｾﾝﾀｰ編著 (2010).『初級日本語 上／下』. 凡人社. 
③坂野永理他著 (2011).『初級日本語 げんき』. ｼﾞｬﾊﾟﾝﾀｲﾑｽﾞ. 
④筑波ﾗﾝｹﾞｰｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ著 (1991-2002).『SITUATIONAL FUNCTIONAL JAPANESE 1-3』. 
凡人社. 
⑤文化外国語専門学校編著 (2000).『新文化初級日本語 I／II』. 凡人社. 
⑥山﨑佳子他著 (2008-2011).『日本語初級 大地 1／2』. ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ. 
⑦西口光一著 (2012).『NEJ テーマで学ぶ基礎日本語 1／2』. くろしお出版. 
⑧嶋田和子監修 (2011-2012).『できる日本語 初級／初中級 本冊』. ｱﾙｸ. 
 
教師用参考書 
友松悦子・宮本淳・和栗雅子 (2007).『日本語表現文型事典』. ｱﾙｸ. 
松岡弘 (2000).『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』. ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ. 
吉川武時 (1989).『NAFL 選書 6 日本語文法入門』. ｱﾙｸ. 
